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　館ヶ丘団地では、以前より自治会や
近隣の大学生、八王子市シルバーふ
らっと相談室館ヶ丘など協働により、団
地内の移動支援「団地タクシー」、熱中
症対策の訪問活動など、住みよい団地
コミュニティをつくるためのボランティ
ア活動が展開されてきました。
　「団地応援隊」が結成されたのは

2016年8月でした。きっかけとなったの
は、団地内の商店街にあったスーパー
の撤退です。団地応援隊代表の水谷徳
子さんは「館ヶ丘団地の住民の高齢化
は年々進み、今では57％以上が高齢者
です。団地内のスーパーの撤退は、団地
の住民にとってまさに死活問題でした」
と振り返ります。
　水谷さん自身は、館ヶ丘団地丘外の
地域に住んでいますが、以前より団地
内のボランティア活動に積極的に参加

していたため、地域の実情を詳しく把握
しており、団地への想いも人一倍ありま
した。スーパーが撤退した際には、水谷
さんの「なんとかしなくては」という想い
に、団地の住民が集結しました。そして、
力を合わせて週3回おにぎり弁当を作
り、買い物ができず困っている団地の住
民に低額で提供し始めました。住民た
ちには毎日行列ができ流ほど大好評で、
一日50食用意したお弁当はあっという
間に完売したそうです。このようにして
団地応援隊は始まりました。

　おにぎり弁当の活動を通じて、住民
たちの間には「自分たちもやればでき
る」という思いが生まれ根付いていきま
した。団地応援隊は、当初新しいスー
パーができれば活動を終了する予定で
したが、住民から「スーパーができた後
ももっと続けてほしい」という要望が
次々に寄せられました。団地内にはスー

「働く人のためのボランティア活動普及シンポジウム」（2020年3月12日（木））
全社協では、本会では、働く世代の地域活動のさらなる推進を目的に標記シンポジウムを開催。ボランティア活動に取り組む方や企業
の先進的な取組事例を通じ、働く人のためのボランティア活動を普及するために参考となる情報を提供。 
（詳細は「地域福祉・ボランティア情報ネットワーク」で検索）

　高度経済成長期に建設された大規模団地では、団地全体で住民の高齢化が進むことなどにより、住民の日常生活にさまざまな不

便が生じています。このような状況のなか、団地内外の住民同士のつながりや住民組織間のネットワークを生かして、住み続けられ

るコミュニティづくりをめざしてさまざまな取り組みが各地で展開されています。

　今回の特集では、住民組織を中心に出発し、地域の多様な人々とともに試行錯誤のなかで実践されている団地内の生活支援の

取り組みを紹介します。ぜひ読者の皆さんの地域でも参考にしてください。

団地で広がるまちづくりの輪特集

スーパーの撤退を機に団地応援隊
を結成

住民たちからの協力により地域食
堂「たてキッチンさくら」を設立

　東京都八王子市にある館ヶ丘団地は、住戸数2,847戸、住民総数約3,200
人という大規模集合住宅街（54棟）です。団地内には保育園、小・中学校、駐
在所、郵便局、クリニック、テニスコート、商店街などもあります。
　そんな館ヶ丘団地には、団地住民や付近の住民ボランティアによる任意団体
「団地応援隊」の運営する、「たてキッチンさくら」という地域食堂があります。
今回は、団地内のスーパーの撤退から動き始めた「たてキッチンさくら」のス
トーリーと、その活動がめざしている住民同士で生活を支え合うための工夫を
紹介します。

東京都八王子市館ヶ丘団地「たてキッチンさくら」　
～食を通じた団地のまちづくり～

事例1

館ヶ丘団地　団地応援隊
代表

水谷　徳子
みず  たに　      のり   こ

さん

団地応援隊のボランティアの皆さん
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パーと数軒の飲食店しかなく、団地住
民の食に対するニーズがあることが確
認されました。そこで、「せっかくなら本
格的な地域食堂を立ち上げよう」という
ことになり、地域住民から地域食堂設
立への協力を得るために説明会やワー
クショップを開催し、活動のための資金
も募っていきました。活動の財源は、住
民から集めた資金に行政の補助金や関
係者も加えて原資としました。団地内商
店街の一角にあった空き店舗を都市再
生機構（UR）より低額で借り受け、
2018年9月に地域食堂「たてキッチン
さくら」はオープンしました。

　たてキッチンさくらは、学生ボラン
ティアを含む約54名のスタッフ体制で、
月曜から金曜までの週5日、毎日200～
250パックのお弁当やお惣菜を作って

います。ひじきの煮物、卵焼き、大根煮、
かぼちゃの煮物、レバニラ、ポテトサラダ、
酢豚、肉団子、アジの南蛮漬け、魚の塩
焼き等々、日替わりでさまざまな料理を
提供しています。
　料金も、お弁当は1つ350円、お惣菜
は100円～200円といった手頃な価格
帯を維持しています。栄養バランスや塩
分の取り過ぎにも徹底的に気を使って
おり、八王子市保健所からは「はちおう
じ健康応援店」の認定も受けました。水
谷さんは「私たちの料理の特色は、毎日
食べても飽きない家庭の味です。一人
暮らしの高齢者や子育てに忙しい人な
ど、団地で家庭の味を求めている人た
ちに新鮮な食材を手の込んだ調理で美
味しく食べてもらえるように、みんなで
いつも工夫しています」と語ります。
　団地の建物は階段が多かったり、団
地がひとつのまちのように広大であっ
たりと、団地ならではの理由で「たて
キッチンさくら」まで訪れることのできな
い住民のために、希望する住民の玄関
先までお弁当を配達する活動にも力を
入れています。配達を担当するのは、地
域住民や学生のボランティアが中心で
す。配達時には、必ず利用者の生活の
様子を聞くように心がけているため、結
果的に高齢者の見守りにもつながって
います。配食を利用している住民は、普
段なかなか人と会話をする機会のない
人たちも多いのですが、ボランティアが
お弁当を手渡しする際には、「今日もあ
りがとう」「膝の調子は大丈夫ですか」
などとお互いを気づかう言葉が交わさ

れ、世間話に花が咲きます。

　たてキッチンさくらの活動は、近頃さ
らなる活動を行っています。小・中学生
を対象とした「こどもランチ」（学校給食
のない日限定で、1食200円で提供）や、
大学生ボランティアと実施した「マーマ
レードづくり」（寄贈された文柑を使用）、
年末の「おせち料理」の提供、「さくら保
健室」での保健師をはじめとする専門
職による無料健康相談やミニ講座など、
活動を通して築いたつながりを活かし
ながら、食を通したまちづくりに広がり
つつあります。
　水谷さんは活動への想いについて次
のように語ります。「毎日のお弁当やお
惣菜がほぼ完売し、たくさんの方に喜ん
でいただけていること──私たちにとっ
て、これ以上の喜びはありません。高齢
化が進んで孤立や孤独死が当たり前の
ようになっている現在、誰かが立ち上が
らなければいけません。地域のつながり
ややさしい心があれば誰でも始められ
るはず。これからも自分たちの思いをた
くさんの人たちとつないでいきたいで
す」。
　「困難をかかえた地域を何とかした
い」という思いを共有した人々の力が結
集し、住民が中心となって多くの活動を
展開することができる。団地応援隊の
活動には、住民の想いを具現化するた
めのヒントがあります。

「大学・短大等における学生ボランティア活動支援連絡会」（2020年3月21日（土））
東京ボランティア・市民活動センターでは、各大学の学生ボランティア活動支援や、学生の活動を広げていくための情報や意見交換を目
的に開催。参加対象は学生、大学ボランティアセンター運営スタッフや教職員、ボランティア活動推進機関の関係者等。
（詳細は「東京ボランティア・市民活動センター」で検索）

男性や学生が配食活動に参加し
見守りも

食をキーワードに、まちづくりに広
がる

ボランティアが団地住民にお弁当を手渡すときには何気ない楽しい会話が交わされますたてキッチンさくらには多くの団地住民が集まります

近隣の大学生も活動に参画
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横浜市社協「寄付と遺贈の相談窓口」を設置（2019年12月～）
横浜市社協（担当：横浜市ボランティアセンター）では、2019年寄付月間(2019年12月)から「寄付と遺贈の相談窓口」を設け、寄
付や遺贈の相談に丁寧に寄り添い、寄付先も含めた相談を行う。
（詳細は「横浜市ボランティアセンター」で検索）

　左近山団地・市沢団地では、以前よ
り自治会や管理組合協議会、地区社協、
老人クラブ連合会、商店街連合会、近
隣の医療福祉施設、都市再生機構
（UR）などが「地域支えあいネットワー
ク」に参加て、情報共有をはかってきま
した。2011年に横浜市の事業として、
地域コミュニティの再構築をめざした
取り組みを左近山団地・市沢団地で実
施することになり、この地域ではどのよ
うな活動が必要なのか、外部コンサル
タントしも含めてネットワークのメン
バーで議論しました。その結果、高齢者
を中心とする孤立問題の解決に向けて、
誰もが立ち寄れる居場所づくりを行う
ことに決まりました。しかし地域支えあ
いネットワークは任意団体であるため、
行政からの助成金を受けることができ
ないため、一致団結して「NPO法人
オールさこんやま」を設立し、コミュニ
ティカフェを運営することにしました。
法人の名称について、理事長の林重克

さん（左近山地区の連合自治会長も兼
任）は、「地域の住民組織はもちろんの
こと、左近山地区の商店や福祉事業者
などの法人も一緒になって、左近山地
区全体をみんなで住みよいまちにして
いこうという願いが込められています」
と話します。

　「ほっとさこんやま」は2014年に常
設型のコミュニティカフェとしてオープ
ンしました。運営スタッフは自治会や地
区社協の役員、民生委員・児童委員を
はじめとする約15人の地域住民が担っ
ています。カフェでは、団地商店街の入
口にあった空き店舗を都市開発機構
（UR）の優遇制度を利用して低額で借
り受け、コーヒー、定食や軽食、アルコー
ル類などを提供しています。カフェで提
供する食事のなかでも、お刺身定食は
店の看板メニューであり、旭区の美味
しいもの「あさひさんさんブランド」に認
定されたほどです。オールさこんやまの

理事で地区社協の事務局長も務める
髙森平夫さんは、「注文があるたびに隣
の鮮魚店から魚を仕入れているのがお
いしさの秘密です」と、商店街の強みを
話します。

　ほっとさこんやまの1日の来客は平均
で60人以上、多いときには100人以上
の住民で店内がにぎわいます。また、カ
フェの2階部分にある空き部屋を多目
的室として開放し、子育て支援のプレイ
ルームやカラオケルームとして活用され、
団地の住民が集える憩いの場となって
います。ほっとさこんやまのスタッフでも
ある左近山地区社協会長（元民生委
員・児童委員）の矢野森稔さんは、「ここ
に来れば、この団地で顔見知りの誰か
に会うことができる。そんな安心感が、
多くの人たちを惹きつけるのでしょう」
と話します。また、運営スタッフの多くは
地区社協や自治会の中心メンバーを務
める人たちです。
　多くの人が集まる特性を活かして、運
営スタッフは参加者とのコミュニケー
ションを通じて見守りの役割も担って
います。

　カフェに住民が集まることによって、
次々にアイデアが生まれ、商店街で開
催されるイベントへの参加も増えまし

神奈川県横浜市旭区左近山地区 左近山団地・市沢団地
「NPO法人オールさこんやま」～地域のさまざまな住民組織が一丸となった団地のまちづくり～事例2

団地の商店街の入り口に「ほっとさこんやま」はあります

地域のさまざまな住民組織が参画
するNPO法人を設立

コミュニティカフェ
「ほっとさこんやま」

住民の集まる拠点が新しいアイデア
を生み出す

カフェを団地住民たちの憩いの場に

　左近山地区は、総戸数約5,300戸にも及ぶ大規模な
団地（左近山団地・市沢団地）があります。市営住宅・都
市再生機構、分譲・賃貸など、さまざまな種類の物件が
混ざり合い、周辺には一戸建て住宅も存在していること
が特徴です。入居開始から50年以上が経過し、団地で
は住民の高齢化が深刻な課題となってきました。
　今回は、多者協働の取り組みとして、自治会、地区社
協、民児協、老人クラブ、地域ケアプラザ※などさまざま
な地域の住民組織・団体とともに団地のまちづくりに向
き合うNPO法人「オールさこんやま」の活動を紹介しま
す。オールさこんやまのプラットフォームを活かした活動
の展開を見てみましょう。

前方 ： 左から横山さん、林さん、南野さん、矢野森さん
後方 ： 左から鈴木さん、増田さん、髙森さん、山田さん

NPO法人オールさこんやま理事長／
左近山地区連合自治会会長

林　重克
はやし　　  しげ  かつ

さん

NPO法人オールさこんやま副理事長／
左近山小高自治会会長

南野　忠
みなみ の　       ただし

さん

NPO法人オールさこんやま副理事長／
左近山あさひ自治会会長

横山　武
よこ  やま　     たけし

さん

NPO法人オールさこんやま理事／
左近山地区社会福祉協議会会長

矢野森　稔
や    の    もり　     みのる

さん

NPO法人オールさこんやま理事／
左近山地区社会福祉協議会事務局長

髙森　平夫
たか  もり　       ひら   お

さん

左近山おでかけワゴン　
ボランティア

増田　恵子
ます   だ　       けい   こ

さん

横浜市左近山地域ケアプラザ　
生活支援コーディネーター

鈴木　健太郎
すず   き　        けん   た   ろう

さん

横浜市旭区社会福祉協議会　
主事

山田　綾香
やま   だ　        あや   か

さん

※横浜市独自の取組で、地域包括支援センターの機能のほか地域支援を含め総合的に地域の福祉的・保健的支援を実施する拠点

来た人がおいしい！と思ってもらえるよう地域の
皆でメニューを考えました
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第36回「東京キワニスクラブ青少年教育賞」（2020年4月28日締切）
関東圏内を拠点に活動している学生ボランティア団体を対象に、活動の発展を支援する賞。受賞団体は表彰とともに副賞（10・20
万）を贈呈。
（詳細は「東京キワニスクラブ」で検索）

た。また、新たな活動も始まりました。例
えば、未就学児から中学生までが参加
できる子どもの遊び場（日曜ほっと）、高
齢者が集まる健康体操（ほっと体操）な
どの活動です。また、横浜国立大学との
連携も始まりました。現在、横浜市旭区
の事業として、地域活動への参加を条
件に家賃助成を受けながら3人の大学
生が団地内に住んでいます。学生は団
地を盛り上げるために、さまざまな企
画・実施に積極的に取り組んでいます。
昨年はコミュニティカフェ前にあるス
ペースを活用し、「サコノミ」と名付けた
ビアホールイベントなどを企画・実施し
ました。学生も住民の一人として地域に
関わり、若者らしい斬新な発想により
地域も盛り上がりをみせています。

　オールさこんやまでは、2018年から
「左近山おでかけワゴン」という移動支
援の活動を開始しました。運営に携わ
るのはもちろん住民ボランティアです。
運行する車両は、近所で事業を廃止し
たデイサービス事業者から左近山地域
ケアプラザに相談があったものをオー
ルさこんやまが譲り受けました。ボラン
ティアの中心メンバーの増田恵子さん
は、活動の目的について「団地内といっ
てもこの地域は本当に広いですし、坂も
たくさんあり、足腰が弱い方は家の中に
引きこもってしまいがちです。そんな人
たちに、少しでも外出の機会を増やして
ほしいと考えました」と話します。
　左近山おでかけワゴンは毎週木曜日
に路線バスの通らない団地内17か所
の拠点を1日5便（1周約45分）運行し
ています。この運行ルートは、ほっとさこ
んやま前や地域ケアプラザ前に設置し
たアンケートボードに示された、地域住
民のニーズを反映させて決定しました。
左近山地域ケアプラザの生活支援
コーディネーターを務める鈴木健太郎
さんは、「地域ケアプラザには生活に困
難を抱える人も訪れています。アンケー
トをすることでそうしたニーズを反映さ
せることができたと思います」と話しま
す。ボランティアとして活動しているの
は、運転者6名と添乗員9名。1日の利
用者は約25名にもなります。春や秋に
開催するイベントや食事会への送迎も

含めると、左近山おでかけワゴンは年
間で延べ1,000人以上の人が利用して
います。

　林理事長は、左近山団地・市沢団地
における協働の取り組みについて次の
ように語ります。「団地の中にはさまざま
な住民組織がありますが、よりよい地域
をつくりたいという目的は共通です。そ
の目的の達成には、協働することが大
切なのです。例えば、私は自治会を中心
に活動してきましたが、一方で地区社
協は自治会とは異なる福祉の視点で、
居場所支援や介護予防の活動によるま
ちづくりを進めています。このように、そ
れぞれ団体のもつ活動の特性を活かし
あうことで、より地域の実情に応じた活
動が実現するのです」。また、横浜市旭
区社協の山田綾香さんは、「左近山地
区は旭区のなかでも住民組織の協働の
取り組みが活発な地域です。旭区社協
としては住民主体のこの取り組みを後
から支援していきたいです」と話します。
　オールさこんやまでは、誰かが地域で
困っている人を発見したら、コミュニ
ティカフェを通じて地区社協や地域ケ
アプラザ、旭区社協につなぎ、互いに相
談しあえるような関係を築いてきました。
団地住民が気づいたいろいろな課題に
向き合いながら、住民たちが効率的に
暮らしやすいまちづくりを考え取り組ん
でいく。このような住民主体の働きが今、
注目されています。

移動支援「左近山おでかけワゴン」
もスタート

団地の中でひとつになる意義

さまざまな人のアイデアが集まることで団地ににぎわいが
出ます

左近山おでかけワゴンの中では何気ない楽しい会話が生まれます左近山おでかけワゴンメンバー　発足時　2017年9月
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CSRやCSVの推進が課題となるなか、企業によるボランティア活動に注
目が集まっています。企業とボランティア・市民活動にはどのような接点
があり、その意義はどこにあるのでしょうか。本コーナーでは、具体的な
取り組みを紹介しつつ、企業によるボランティア活動の可能性と新たに
生み出され得る社会的な価値について探っていきます。さらなるボランティア・市民活動発展へのカギさらなるボランティア・市民活動発展へのカギ

の企業 チカラ

「岩手・宮城・福島の産業復興事例30　2019－2020」（2020年2月　復興庁）
復興庁は、東日本大震災被災地の企業等による様々な挑戦をまとめ、テーマごとに事例を合計30社掲載してホームページで
公表。被災地におけるSDGの視点で見る先進企業の取り組みや、一般社団法人SDGs市民社会ネットワークへのインタビュー
も掲載。　（詳細は「復興庁」で検索）06

　ＪＡひまわりは、組合員の営農と生活
を守る事業活動とともに、地域住民を
含めた豊かな暮らしづくりを支援する地
域貢献活動に取り組んでいます。
　豊川市社協との関係では、市社協が
実施する「隣近所のふれあい推進事
業」に約10年継続して協力しています。
きっかけは、市社協からＪＡひまわりに
「助け合いの地域をつくるため、何か一
緒に取り組めないか」との相談があった
ことでした。相談の結果、ＪＡひまわり
が市社協にひまわりの種を寄付し、市
社協は小さな袋に種を小分けして市民
に配ることにしました。夏に市内各家庭
の玄関先で育てたヒマワリの花が咲くこ
とをきっかけに、隣近所との会話やふれ
あいが生まれることで、お互いに助け合
うことのできる地域づくりをめざしたも
のです。
　昨年は2万粒のひまわりの種を市社
協に提供し、公共施設等を通じて市民
に配りました。また市社協主催・ＪＡひ
まわりが協賛で、ひまわりが咲いた市内
の風景写真コンテストも実施しています。

　全国各地のＪＡには女性部が組織さ
れており、生活向上や趣味・教養活動、
住みよい地域づくりをめざした活動をし
ています。ＪＡひまわりの女性部は約
2,400名のメンバーを有し、これまでに
社会貢献活動として、地域の子どもを対
象とした食育料理教室を実施しています。
　2018年からは、さまざまな事情から
学習面で課題を抱える中学生を対象に
豊川市にの学習支援事業への協力を目
的に、年2回のフードドライブを始めま
した。直近（2019年9月）のフードドラ
イブでは、米150㎏と農業に関わる方々
が多いＪＡならではの支援をはじめ、缶
詰、インスタント食品、菓子などが集ま
りました。加えて現在では、豊川市更生
保護女性会が行う子ども食堂へ食料品
を提供するなど、女性部が地域の課題
を解決する視点から活動を広げていま
す。

　ＪＡひまわりでは、水田が果たす多面
的機能の重要性を組合員や地域住民と
共有するため、「お米で結ぶ地域の輪」
と名付け、ＪＡ組合員や地域住民に呼び
かけて毎年募金活動を行っています。昨
年は、3か月の実施期間で約18万円が
集まりました。この募金にＪＡひまわり
の寄付金も加え、豊川市内で生産され
た新米を購入して市内の社会福祉施設
へ寄付しています。
　また、環境を守る取り組みとして、「ひ
まわり水守森林（みまもり）活動」を行っ
ています。これはＪＡひまわりをはじめ
近隣地域のＪＡが県内のＮＰＯと協働し
て行っている活動です。豊川市のシンボ
ルでもある、一級河川豊川の源流域を

豊かにするため、ＪＡひまわりからは毎
年約30名の役職員が豊川上流の奥三
河地域を訪れ、森林の下草刈りなどの
作業を行うことで、事業地域の農業の
基盤である環境保護の思いを、役職員
で共有しています。

　今年設立30周年を迎えたＪＡひまわ
りでは、未来を担う地域の子どもたちに
対して貢献したいと考え、「食育キャラ
バン隊」を結成しました。「食育キャラ
バン隊」はＪＡの若手職員9名で組織さ
れ、「みんなでたのしく『食べる』をまな
ぶ」をテーマに、豊川市内の保育園、幼
稚園を訪問する活動で、今年度は10施
設の訪問を予定しました。
　ＪＡ職員のアイデアが活かされた「野
菜の○×クイズ」「お米の紙芝居」「こめ
こめダンス」など、子どもの関心を引く
プログラムを通じて、食べることや農業
の大切さを子どもたちに伝えています。

　ＪＡは協同組合組織です。組合員や
地域とのつながりを強くしていかなけれ
ば事業は成り立たず、組織の存続はで
きません。組合員や地域から求められ
る役割を果たしていくためにも、社会貢
献活動に持続的に取り組むことが必要
だと考えています。
　社会貢献活動は、事業実績にすぐに
結びつくものではありません。しかし本
業以外での地域の多様な人々との関わ
りは、地域での新たな取り組みや事業
に発展する可能性を秘めています。今後
とも、地域とつながりを育み続けていき
たいと思います。

　ひまわり農業協同組合（ＪＡひまわり）の事業地域
は、愛知県東部に位置する豊川市。豊川市は人口18
万3,000人（2019年4月現在）、農業産出額は約
162億円（2015年センサス）の規模を有する。
　ＪＡひまわりは、地域で生産される農畜産物を全
国各地に販売する営農事業（農業販売額115億円）
を中心に、信用、共済、ガソリンスタンド・ＬＰガス・介
護福祉・不動産・葬祭などの事業を実施している。

愛知県豊川市諏訪1丁目1番地
1990年4月1日
34,963人（2019年4月1日時点）
14億円

本 　 店
設 　 立
組合員数
出 資 金

：
：
：
：

組合概要

愛知県・ひまわり農業協同組合（ＪＡひまわり）

愛知県・ひまわり農業協同組合（ＪＡひまわり） ～協同組合組織として、地域とのつながりを育み続ける～第31回

長く続く豊川市社協との協働事業 農業と環境を守る取り組み

地域とのつながりを育み続ける

女性部の積極的な社会貢献活動

保育所等での食育を推進 ～食育キャ
ラバン隊～

食育キャラバン活動に出発するＪＡひまわりの皆さん毎年行われている豊川市社協へのひまわりの種寄贈
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地域のボランティア活動を盛り上げていくためには、
SNSを活用した市民とのコミュニケーションが有効です。
連載を通してICTのプロから情報発信・交換の基礎を学
びます。日々の業務や活動のなかで実践してみましょう！

地域で多文化共生活動に取り組むさまざまな登場人物の実践や思い
をお伝えします。各地の実践から外国にルーツをもつ人とともにめざ
す住みよい地域づくりのヒントを見つけましょう。

多文化まちづくり工房
代表

早川　秀樹さん
はや かわ　    ひで   き

ボラセンと
地域をつなぐ

～はじめてのSNSコミュニケーション講座～

ボラセンと
地域をつなぐ SNSSNS

～はじめてのSNSコミュニケーション講座～

グローカル
な地域をともにつくる
グローカル
な地域をともにつくる

マイクロソフト社にて開発業務を担当後、
ITコンサル会社を設立。2011年以降、
全国各地の災害ボランティアセンターの
IT支援を実施。2015年よりサイボウズ
社に所属しつつ、被災地支援を継続中。

サイボウズ株式会社 柴田 哲史
しば  た     さと   し

　2020年2月2日、私が管理人をしてい
るSNSコミュニティ「調布Facebook交流
会」のオフ会をしました。メンバーが
4,000名を超えた記念のタイミングだっ
たのでその記念と、台風19号での被災
経験を振り返るため、テーマを「防災」と
して開催し、約80名が参加しました。
　防災がテーマだとなかなか集まりが
悪かったり、また、防災に関わる団体の
人 し々か集まらないのでは、という不安
もありましたが、当日は想定を超える多
くのメンバーが参加して、地域の防災に
ついて楽しくグループトークを行いまし
た。

月刊福祉3月号「特集 子どもの権利をいかに守るか―社会的養護のこれから」（全社協出版部） 
　新しい社会的養育ビジョンによる都道府県社会的養育推進計画に基づく支援が2020年4月から始まるなか、社会的養護関
係者に求められる支援の視点を検討する。
（詳細は「福祉の本出版目録」で検索） 07

　神奈川県横浜市泉区、大和市にまた
がる「いちょう団地」は、かねてより中国
やベトナムを中心に外国にルーツをも
つ人が多く暮らす地域として知られて
います。代表の早川さんは20年前に
「多文化まちづくり工房」を立ち上げ、こ
れまでいちょう団地で生活支援や日本
語教室、スポーツ交流などさまざまな
活動を行い、多文化のまちづくりを行っ
てきました。今回は、早川さんが考える
多文化のまちづくりのポイントを紹介
します。

　早川さんは、現在の活動の姿勢につ
いて、「外国人への支援というより、とも
に自分たちの暮らすまちをどのようにつ
くっていくのか、を意識しています」と話
します。同じ地域住民として、気軽に困
りごとの相談に応じたり、イベントを一

緒に企画したりすることで、お互いが暮
らしやすい環境を創っていく、それが多
文化まちづくり工房のねらいです。
　そんな想いをもちながら外国にルー
ツを持つ人々とともに歩んできた早川
さんですが、ここ数年で団地の変化を
実感しているそうです。例えば、かつて
は単身で成人の外国人が多かったので
すが、最近は外国にルーツをもつ日本
生まれの子どもが多くみられるように
なりました。また、若い外国人のなかに
は、経済力を身につけて、地域の活動者
になる前に団地を離れていく人が増え
てきたとのことです。早川さんは「外国
にルーツのある人々の状況は時の流れ
とともに変わってきます。その時々の実
情を見極めて活動内容を考えることが
大切です」と話します。

　今後の多文化共生について、次のよ

うにも話します。「特に団地内では、住
民である日本人の社会的なつながりが
ますます希薄になってきていることも感
じています。これからの多文化共生は、
コミュニティやつながりを大事にする外
国にルーツをもつ人たちとの関わりの
なかで、日本人自身があらためて人と人
とのつながりの大切さを学ぶ姿勢が求
められていると感じています」。
　時代とともに個人の生活スタイルや
地域の実情は多様に変化していきます。
多文化共生の活動もステレオタイプの
ままではいけない、早川さんの実践から
はそんな思いが伝わってきます。

　調布市内を6エリアに分けてグルー
プトークを行いました。事前にFacebook
内でアンケートを行い、参加者の住ん
でいる地域を大まかに把握しておいた
ので、当日は割とバランスよく分けるこ
とができました。
　多摩川に近いエリアの住民と洪水の
心配のない北部のエリアの住民では、
防災トークの観点も違いますので、近
隣の人たちの顔の見える関係になるた
めにも、地域別に分かれてグループトー
クを行い、大変好評でした。

　当日は、市長の乾杯に始まり、災害時
の情報発信を担うキーパーソン（広報
課、防災安全課、調布FM）や病院関係
者など、日頃なかなか話す機会のない
人たちが各グループに分かれてディス
カッションに参加したので、とても満足
度も高かったようです。

　当日のトークテーマは、なるべく自分
事に感じてもらうように身近でわかりや
すい内容にしました。以下が当日のトー
クテーマです。各5分くらいずつ話し
合って、その後1名を指名して話した内
容を全員に紹介してもらう形式としま
した。

台風19号当日、役に立った情報は？
今、地震が起きたら、まずどうする？
地震後、困らずに生活できる？
普段から訓練をしていますか？
高齢者、障がい者の避難所は？
災害時のペット対策は？

市長乾杯＋α
本日の趣旨説明（台風19号振り返り）
グループトーク（地域に分かれてディスカッション）

当日のアジェンダ

その時に使用した
スライドを掲載して
いますので、参考ま
でにご覧ください。
https://www.facebook.com/groups/chofu123/permalink/2615839378464774/

前列右から3人めが早川さん

Vol.11 オフ会を盛り上げるコツ

防災をテーマにオフ会を開催しました

地域別グループトークは盛り上がる トークテーマを身近でわかりやすく

キーパーソンが参加すると盛り上がる

時の流れに柔軟に、団地における多文化のまちづくりへの想い

「外国人支援」ではなく、「まちづくり」が
ねらい

彼らからつながりの大切さを学ぶ
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INFORMATION

ボランティア情報　令和2年2月1日発行　第三種郵便物認可

ボランティア活動保険等の補償制度は、社会福祉協議会およびその
構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボランティア・市民
活動センターなどに登録されているボランティア・ボランティアグルー
プ・団体が加入対象です。
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ボランティア活動保険等についてのお問合せは、株式会社  福祉保険サービスまでどうぞ。
TEL/03-3581-4667  FAX/03-3581-4763  URL  http://www.fukushihoken.co.jp 

＜取扱代理店＞株式会社福祉保険サービス
〒100-0013東京都千代田区霞が関3－3－2　新霞が関ビル
TEL 03-3581-4667　FAX 03-3581-4763

＜引受保険会社＞損害保険ジャパン日本興亜株式会社　医療・福祉開発部第ニ課
〒160-8338　東京都新宿区西新宿1－26－1　　
TEL 03-3349-5137　FAX 03-6388-0154

SJNK19-139862020/02/05

（受付時間：平日9:00～17:00）（受付時間：平日9:30～17:30）

　取材では、団地に暮らす住民の方から「入居した当時、団地での暮らしは多くの人の憧れだったんだよ」というお話を聞きました。
取材先の団地では、今でこそ建物の老朽化、住民の高齢化、空き部屋の増加、社会的孤立などが話題にあがりますが、高度経済成
長期には理想の暮らしを実現する場所というイメージがあったことに、はっと気づかされた思いがしました。
　今回の特集では、そんな団地に長年暮らしてきた人たちが、「今の状況を何とかしたい」と思いをひとつにし、協働により具体的
な活動を実現してきた事例を紹介しました。社協の立場としては、現状に向き合いながらも、そこに暮らす住民がどんな思いでこの
場所で暮らしてきたのか、この場所にどんな意味があるのか、そんな思いにきちんと寄り添いながら住民発の取り組みを応援して
いきたいと感じました。 （岸本）

・基本プランへご加入される場合は地震・噴火・津波に起因する
ケガが補償対象外であることをご了承したうえで、加入手続きを
取っていただけるよう基本プラン加入者のチェック欄を新設しま
したので、必ずチェックをお願いいたします。

基本プランでは地震、噴火、
津波に起因する死傷は補償さ
れません。
被災地でのボランティア活動
では、予測できない様々な事
態が想定されます。活動中の
二次被害への備えとしても、
あらかじめ天災・地震補償プ
ランに加入いただきますと、よ
り安心してボランティア活動
に参加いただけます。

※

※

※

□上記を了承の上、基本プ
　ランへ加入します。

天災・地震補償プランへご加
入の場合、チェックは不要です。

詳細につきましては「ふくしの保険ホームページ」を
ご参照ください。
http://www.fukushihoken.co.jp

低廉な保険料の追加で天災・地震補償プランへご加入いただくことができます。
基本プランと天災・地震補償プランの年間保険料の差額は１５０円です。

●
◎

　近年、大規模な地震の発生について警戒が強まってきています。ボランティア活動中に地震・噴火・津波が発生して負傷した場合
天災・地震補償プランに加入していないと補償の対象となりません。これからも安心してボランティア活動を続けていただくためにも、
天災・地震補償プランに是非ご加入くださいますようおすすめいたします。

「ボランティア活動保険」天災・地震補償プランご加入のおすすめ！

令和２年度ボランティア活動保険プラン表
（保険期間１年・団体割引20%適用済・過去の損害率による割増引適用済）

加入申込書の改定－チェック欄の新設

基本プランへご加入の方へ

（令和２年４月１日改定）

　全社協・中央福祉学院では、社会福祉士通信課程短期養成コースの受講生を募集しています。この通信課程を修了することで、
法に定める社会福祉士国家試験の受験資格が得られます。
　また、スクーリング（面接授業）の会場は、東京都、神奈川県、兵庫県に用意しており、希望会場で受講ができます（先着順）。

① 社会福祉主事養成機関修了後、指定施設において相談援助業務に２年以上従事した方
② 福祉系大学等（４年）において基礎科目を修めて卒業した方
③ 福祉系短大等（３年）において基礎科目履修後、指定施設において相談援助業務に１年以上従事した方
④ 福祉系短大等（２年）において基礎科目履修後、指定施設において相談援助業務に２年以上従事した方
⑤ 福祉事務所の査察指導員等の実務経験が４年以上ある方 ※受講条件の詳細については、中央福祉学院ホームページを確認ください。

受講対象

受講期間・日程

受講料等

2020（令和２）年4月16日から2021（令和３）年1月15日（9か月）

入学選考料
授 業 料
実習指導料

5,100円
188,400円
234,300円（「相談援助実習」が必要な方のみ）

※本講座は専門実践教育訓練指定講座です
この通信課程は、厚生労働省が指定する教育訓練給付金の対象となる、専門
実践教育訓練指定講座です。諸条件を満たし所定の手続きを行った受講者
に、授業料・実習指導料の5割が返還されます。

申込締切
2020（令和2）年3月31日　　会場ごと定員に達し次第締切予定

詳細は、中央福祉学院で検索働きながら社会福祉士の受験資格を得ることができます！
2020（令和2）年度 社会福祉士通信課程短期養成コース　受講生募集（全社協　中央福祉学院）

保険料

プラン
保険金額 基本プラン 天災・地震補償プラン

5億円

500円

1,040万円

1,040万円

1,040万円

1,040万円

6,500円

65,000円

32,500円

4,000円

6,500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円

350円

× ○

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

手術保険金
入院中の手術

外来の手術

通院保険金日額

地震・噴火・津波によるケガ

賠償責任

（限度額）

（限度額）

ここにチェック


